
校長あいさつ 

 

「自己実現」を果たせる世羅西中学校を目指して 
 

 令和５年度の春の訪れは早く，満開の桜から若々しい青葉へとかわろうとしています。 

 本年度２年目を迎える校長の杉本 克之（すぎもと かつゆき）です。引き続き，どう

ぞ，よろしくお願いいたします。 

本校は，昨年度で統合開校４０年目の節目を迎え，本年度は，次の５０年目に向けた一

歩を踏み出す年となります。校訓「自主・自律・創造」のもと，これまでも保護者や地域

の方々から学校運営のご理解とご協力をいただきながら，多くのご支援のもとに歩みを進

めることができました。本当にありがとうございます。引き続き，保護者から信頼され，

地域の方々から愛される世羅西中学校であり続けるために教職員一丸となって努めてまい

ります。 
 

 さて，本校の令和５年度学校教育目標（めざす生徒像）は，『豊かな心で主体的に学び

合い，自己実現を果たせる生徒の育成』としました。 

 「豊かな心」とは，① 人権感覚をもち，相手を思いやる生徒 ② 協力し合い，感謝の

気持ち行動に移せる生徒 ③ 地域を理解し，郷土に愛着と誇りをもつ生徒 です。この

育成に向けて柱となるのが，組曲「明神の舞」の取組であると思っています。  

地域の方々など，多くの方からご指導を受けながら，生徒は地域の大人に触発され，成

長することができます。そして，地域の方々は，生徒たちとともに「明神の舞」を創り上

げるプロセスの中に「学び」や「やりがい」を得ていただいています。このような組曲

「明神の舞」を世羅西中の“宝”と捉え，生徒はもちろん，地域の方々の「心」をも豊か

にする取組を，本年，１７代目となる「明神の舞」をさらに発展させていきます。 
 
 「主体的に学び合い」とは，① 課題発見・解決に向けて主体的に取り組む生徒 ② 論

理的思考能力を高め，対話力・表現力のある生徒 ③ 確かな学力を身につけ，学ぶ意欲

をもつ生徒 です。この育成に向けての柱となるのが，『学校運営協議会（コミュニティ・

スクール）』であると思っています。学校・家庭・地域等が力を合わせて，「地域とともに

ある学校づくり」と「学校を軸にした地域づくり」を目指し，世羅西中学校の「目標やビ

ジョン」を地域・家庭等と共有しながら，特色ある学校づくりを進めていきながら生徒の

「主体的な学び合い」の育成を目指していきます。 
 
 「自己実現を果たせる」とは，世羅西中学校卒業後のゴールイメージを明確にするため

に，本年度新たに加えました。「自己実現」に込めた思いは，「自分の幸せを追求すると同

時に，他者の幸せを探求できる生き方」です。 

 世羅西中学校には，すでに「せらにし学びの七ヶ条」や「７つの習慣（スティーブン・

R・コヴィー）」，「明神の舞」など，普遍（不易）的な優れた考え方，取組があります。こ

れを土台に，本年度，生徒会ビジョン「向上心を持ち，進化し続ける世羅西中」，スロー

ガン「突破」の現状の課題を踏まえた目標（流行）の達成のプロセスを通じて，生徒の

「社会を生き抜く力」に直結する「自己実現を果たせる力」を育成していきます。 
 
 令和５年度学校教育目標（めざす生徒像）を全教育活動で取り組み，「世羅西中で学ん

で良かった！」と心の底から思える学校に迫ってまいります。 

 本年度も本校の教育活動へのご理解をいただくとともに，一層のご支援とご協力を賜り

ますよう，よろしくお願いいたします。 
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